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公益社団法人関西経済連合会

平成２５年度『モノづくり人材の育成・再教育に資する実践的プログラム

「金属・材料工学」』の開設について

～わが国の産業発展に不可欠である基盤技術分野の人材減少に歯止めをかける取り組み～

関西経済連合会は、大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム※１および関西広域連合と連携し、

『モノづくり人材の育成・再教育に資する実践的プログラム「金属・材料工学」』を、社会人向けに

昨年度に引き続き、開設することとしました。

資源の乏しいわが国が、熾烈なグローバル競争を勝ち抜き、将来にわたり持続的に発展するた

めには、科学技術の振興によるイノベーションの創出が不可欠です。この考えのもと、関経連「科

学技術・産業政策委員会」(委員長：森下俊三(西日本電信電話㈱相談役))では、わが国の科学技

術政策の根幹となる第４期科学技術基本計画の策定、また、国の成長戦略の策定に向けて、４度に

わたり提言※2を行ってきました。

昨年度は、これまで提言してきた「次代の科学技術・イノベーションを担う人材の育成・確保」

の具現化に向けて、“かけがえのない”基盤技術分野の維持に焦点をあて、大学・企業等と連携しな

がら、初めて、本プログラムを実施しました。受講者からは、極めて高い評価を得ることができた

ことから、今年度も継続して実施し、受講者に金属・材料工学を新たに習得するための「場」、改め

て学習する「場」として活用していただきたいと考えています。

今年度のプログラムの特徴は、①受講者アンケートでの声を踏まえ、製造現場でニーズの高い、「溶接

工学」の講義を新たに追加する点、②グランフロント大阪 ナレッジキャピタルで一部講義を実施し、受

講者の利便性の向上を図る点です。

プログラム実施後には、受講生、派遣元企業、講師などにアンケートを行い、大学にフィードバ

ックすることで、実学に即した学生教育の実現を目指します。また、今後、このような取り組みを

個別のもので終わらせるのではなく、関西地域全体で効果的かつ効率的に取り組むために、「企業の

競争力を支える高度人材の育成・確保」を戦略のひとつに掲げている関西広域連合と連携して、基

盤技術分野のみならず高度人材の確保・育成に産学官が一体となって取り組む「場」（プラットフ

ォーム）の構築を検討してまいります。



＜プログラム概要＞

◇実施主体

主  催 ：関西経済連合会、大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム

後  援 ：関西広域連合

◇受講対象 ：学部もしくは大学院を卒業の理工系の方で、入社後、研究・開発現場の経験

を有している方。（入社３-10年目程度）

      金属・材料工学の基礎の習得や再勉強を志している方。

◇募集期間 ：２０１３年 ９月３日 － ９月３０日

◇開催期間 ： 同   １０月８日 － １月１７日 計１４回 開催

◇募集人数 ：４０名（定員に達し次第、募集締切）

◇開催場所 ：関西経済連合会 ２９階 会議室

       一部講義（開講式等）については、グランフロント大阪 ナレッジキャピタル

◇参加申込 ：関西経済連合会ホームページ(http://www.kankeiren.or.jp)より申込書を

ダウンロード、必要事項を記入の上、ＦＡＸまたはメールでお申込みください。

（※１）大阪ベイエリア金属系新素材コンソーシアム

・大阪大学、大阪府立大学、兵庫県立大学、関西大学、近畿大学など、金属系新素材に関する蓄積を有する大学などの

連携によるコンソーシアム。金属系モノづくり企業の研究開発を支援し、関西の産業振興につなげることを目指して

活動。

（※２）これまでの第４期科学技術基本計画、成長戦略に対する提言

・「次期科学技術基本計画の策定に向けて」（2009年12月）

・「わが国の科学技術・イノベーション政策のあり方に関する提言」（2010年11月）

・「わが国の産業を支える基盤技術の維持に向けて」（2011年８月）

・「わが国の産業競争力の強化に向けて」（2013年４月）

＜お問合せ先＞

公益社団法人関西経済連合会 企画広報部・高橋、川本、鍵田

TEL：０６－６４４１－０１０５

以  上















『モノづくり人材の育成・再教育に資する実践的プログラム「金属・材料工学」』

平成２４年度 受講者アンケート結果

※アンケート対象者：42名、アンケート回答者：36名

１．プログラム全体

（１）講義の有益性

  ・アンケート回答者の 97%（35名）が、「大変有益」（16名）、「有益」（19名）と回答。

（２）有益性のポイント（複数回答）

  ・「金属・材料工学の基礎を体系的に習得（再習得）」（21名）、「他企業との人脈形成ができた」

(16名)、「金属・材料工学を学ぶきっかけ」(15名)、「各分野の専門の教授から学べた」（15

名）と回答。

２．プログラムの運営に対する評価

・アンケート回答者の 92%（33名）が、「とても良い」（11名）、「良い」（22名）と回答。

参考



３．講義内容は直近または将来の業務に役立つものであったか？

・アンケート回答者の 83%（30名）が、「十分に役立つ」（5名）、「役立つ」（25名）と回答。

４．今回のプログラムの受講を会社の同僚や後輩に勧めるか？

  ・アンケート回答者の 94%（34名）が、「はい」と回答。

５．そのほか、プログラム受講者の声（一部抜粋）

・今後、金属・材料工学を勉強する上でいいきっかけとなり大変有益であった。

  ・仕事に関わってからの専門分野の復習は理解度が増し大変有益であった。

  ・社会人となってから、金属・材料に関してここまで体系だって学ぶ機会は他にないと思うの

で、今後も継続いただきたい。大学の先生方とも学会以外ではなかなかお会いする機会もな

いので、人脈形成の点からも有意義であったと感じる。

  ・計１２回という短い期間で金属・材料工学について体系的に学ぶことができ有益であった。

また、他企業の方と交流ができ、様々な意見が聞けてよかった。

  ・全体の講義を通して、イラストや写真を多く使用した資料で解説していただき、短時間の講

義でも理解しやすい内容となっていると感じました。

  ・遠方からの人のことも考慮し、次回からの開催場所と開催時間については検討してほしい。   


